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H18 年度システムデザインプロジェクト 

 
 プロジェクトの目的 

システムデザインプロジェクト（SDP）は、将来的な研究開発のためのスキルアップある

いは社会人としてのスキルアップを目的としており、教員とのディスカッションを通じて

テクニカルスキルを獲得するプロジェクトである。学生は、自らが主体的に将来的な目標

の設定を行ない、アドバイザー教員に相談しながらその目標を達成する、あるいは目標達

成の一助とする。 
 

 対象・実施時期・単位数 
H17 年度修士課程 1 年生および博士課程 1 年生・冬学期・内容に応じて、2、4、6 単位 
 

 単位および成績評価 
後述するように、第１週にアドバイザー教員との話し合いによってプロジェクトの目標達

成レベルを設定した計画書を作成する。最終報告書および最終報告会での口頭発表におい

て、計画書にもとづき、単位数、成績の評価が行なわれる。その評価内容と履修態度を考

慮し、あらかじめ提出した目標達成レベルにもとづいて、アドバイザー教員が単位数と成

績を最終決定する。 
 

 プロジェクトテーマの決定 
プロジェクトテーマは、SDP テーマ案の表（別掲）にあるものから選択するか、あるいは

自ら提案する。プロジェクトテーマ希望調査（添付の用紙）に第 5 志望までのテーマをそ

れぞれのテーマに関してアドバイスを求めたい教員名とともに記入する。同時に複数の教

員にアドバイスを求めること、逆に同じテーマで複数の学生が共同でプロジェクトを行な

うことも可能だが、その場合、理由を記述する。以上のプロセスは、テーマを表から選択

する場合も、自らテーマを提案する場合も同様である。自ら提案する場合のテーマは、具

体的な成果・スキルとして発表できるものとする。また、英語関連のプロジェクトについ

ては、最終報告会での英語プレゼンテーションを必須とする。記入した希望調査を 10 月 17
日（火）までに専攻事務室に提出する。テーマは１教員あたり１名もしくは２名の学生が

あたるように、学生の希望順にもとづいて決定される。学生が担当を希望する教員が同じ

希望順で重複した場合は、教員側が指導を希望するテーマを優先とする。さらにテーマも

重複した場合は、くじ引きなど公平な方法で決定する。決定したアドバイザー教員名とテ

ーマのリストは 10 月 23 日（月）に専攻掲示板に掲示する予定である。 
 



 テーマ決定後の手続き 
掲示板を確認後、すみやかに決定したアドバイザー教員に連絡し、面談の日程を決める。

アドバイザー教員との話し合いにより、2，4，6 の各単位数に応じたプロジェクトの具体的

な目標達成レベルを設定した計画書を作成する。目標達成レベルの設定においては、例え

ばプログラミングをテーマとするならば、プログラム作成が完了しなかった場合 2 単位、

完了した場合 4 単位、そのプログラムを使った具体的な計算を完了した場合 6 単位、とい

ったように、明らかに達成レベルが判断できるものを詳細に記述する。作成したプロジェ

クト計画書をいったん指導教員に提出し、プロジェクトのテーマおよび目標達成レベルの

承認を得る。指導教員の承認後、プロジェクト計画書を 10 月 30 日（月）までに専攻事務

室に提出する。 
 

 プロジェクトのスケジュール 
週１回、プロジェクトの進捗状況の報告を行なう。月１回、指導教員が進捗状況を把握す

るため、報告書を提出する。冬学期中盤ごろ、アドバイザー教員の研究室において、中間

発表を行なう。SDP 最終日（修士論文審査会と同じ日）に全体の SDP 最終報告会が実施さ

れる。その前に、最終報告書を提出する。 
 

 注意事項 
後日提出する履修科目登録には SDP を記入しない。SDP の履修登録は専攻事務が行なう。 
 

 問い合わせ先 
常田貴夫（SDP 担当） 
居室：工 12 号館 2 階 215 号室 
内線：26993 
e-mail：tsuneda@q.t.u-tokyo.ac.jp 



 

H18 年度システムデザインプロジェクト希望調査(10 月 17 日提出) 

 
 学年 
 学籍番号   氏名    所属研究室 
 メールアドレス 

 
 希望するテーマと担当教員 

 
希望

順位 
プロジェクトテーマ 担当教員名（複数可） 

１   

2   

3   

4   

5   

 
 記入にあたっての注意 

プロジェクトテーマは、SDP テーマ案の表（別掲）にあるものから選択するか、あるいは

自ら提案します。自ら提案する場合も、希望する担当教員名を記入します。同時に複数の

教員にアドバイスを求める場合、もしくは同じテーマで複数の学生が共同でプロジェクト

を行なう場合は、テーマ欄にその理由も記述してください。自ら提案する場合のテーマは、

具体的な成果・スキルとして発表できるものとします。また、英語関連のプロジェクトに

ついては、最終報告会での英語プレゼンテーションを必須とします。決定したアドバイザ

ー教員名とテーマのリストは 10 月 23 日（月）に専攻掲示板に掲示する予定です。 



 

 H18 年度システムデザインプロジェクト活動計画書(10 月 30日提出) 

 
 学年 
 学籍番号   氏名    所属研究室 
 メールアドレス 

 
 テーマ 

 
 目標達成レベル 

 
単位数 プロジェクトの具体的な目標達成レベル（100 字程度） 

２  

４  

６  

 

 

担当教員署名                   

 

指導教員署名                   


